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                             株式会社 山陰合同銀行 

 

「サステナビリティ宣言」の表明 

 

山陰合同銀行（頭取 石丸 文男）と当行グループは、下記のとおり「サステナビリティ

宣言」を表明いたします。 

【サステナビリティ宣言】 

山陰合同銀行グループは、国連の定めた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の趣旨に賛同し、

地域の課題解決に取り組むことで、持続可能な地域社会の実現を目指します。 

 

１．「サステナビリティ宣言」表明の理由 

近年、世界的にＳＤＧｓ※1 やＥＳＧ※2 経営に関心が高まるなか、地方銀行に対しても、

これらに積極的に取り組み、地域に広める役割を担うことが各方面から要請されています。 

当行では地域の持続可能性を目指し、従来リレーションシップバンキング、地方創生、

ＣＳＲ活動などに広範に取り組んできました。ＳＤＧｓ、ＥＳＧの考え方は当行のビジネ

スモデルと理念を同じくするものであることから、ＳＤＧｓの趣旨に賛同し「サステナビ

リティ宣言」としてあらためて表明することで、役職員の一層の意識を高めるとともに、

地域社会・お客様に対してこれらの理念を広め、地域と当行が持続的に成長できる社会の

実現を目指していきます。 

（※1）Sustainable Development Goals の略。2015年 9 月の総会決議で国連加盟国が採択した、

2030 年までに達成を目指す 17 の持続可能な開発目標と、これを達成するための 169 の

ターゲットのこと。 

（※2）環境 Environment、社会 Social、ガバナンス Governanceの頭文字をとったもの。 

ＥＳＧ経営とは、企業の中長期的な成長のためには、環境・社会に配慮し、ガバナン

スを高度化していく経営を実践することが必要であるという考え方。 
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１．重点的に取り組む事項 

 

 

２．具体的な取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

（１）地域経済の持続的な成長 

地域産業の成長支援やお客様の課題・ニーズ解決に取り組み、地域・お客様の 

付加価値を向上することで、地域経済の持続的な成長に貢献します。 

（２）豊かな地域社会の実現 

地域・社会貢献活動に積極的に参画し、豊かで活力ある地域社会を実現します。 

（３）持続可能な地域環境の実現 

環境に配慮した企業活動の実践と地域の環境意識を高めることで、気候変動に 

対応し、持続可能な地域環境を実現します。 

（４）従業員の満足度向上 

能力を最大限に発揮できる環境を整備し、仕事に対する誇りと満足度の向上を 

目指します。 

（５）健全で透明性の高い経営体制の確立 

経営等の情報を積極的かつ公正に開示し、ステークホルダーと適切に協働する 

ことで、コーポレートガバナンスの強化とその充実に取り組みます。 

（別紙） 


